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電
話
帳
の
掲
載
名
等
を

変
更
し
た
い
か
た
へ
！

　
電
電
公
社
で
は
、
来
年
三
月
一
目

に
、
中
越
版
電
話
帳
（
五
十
音
別
）

を
改
刷
発
行
し
ま
す
が
、
つ
ぎ
に
該

当
さ
れ
る
か
た
は
、
こ
の
機
会
に
掲

載
名
な
ど
を
変
更
ま
た
は
追
加
し
ま

す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

①
掲
載
名
を
変
更
し
た
い
か
た
。

②
町
名
変
更
等
で
電
話
帳
の
町
名
を

変
更
す
る
必
要
が
あ
る
か
た
。

③
追
加
掲
載
し
た
い
か
た
（
料
金
が

か
か
り
ま
す
）

　
な
お
、
電
電
公
社
で
発
行
し
て
い

る
電
話
帳
以
外
の
私
製
電
話
帳
は
、

電
電
公
社
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
は
、
十
日
町
電
報
電
話
局
加

入
係
（
密
二
－
二
六
〇
〇
番
　
無
料
）

ま
で
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看

板
を
保
管
し
て
く
だ
さ
い

　
い
よ
い
よ
降
雪
期
と
な
り
ま
し
た

が
、
町
内
に
設
置
し
て
あ
る
ご
み
収

集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
板
に
つ
い
て

は
、
雪
の
中
に
埋
め
て
破
損
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
各
町
内
の
衛
生
組
合

長
さ
ん
や
班
長
さ
ん
等
で
と
り
ま
と

め
、
来
春
ま
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
冬
期
間
の
ご
み
収
集
に
つ

い
て
は
、
十
二
月
か
ら
変
更
（
計
画

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

◆
蕪
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
　
　
（
希
望
者
は
布
役
所
商
工
課
内
溝
費
者
協
会
へ
）

表
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
）
に
な
り
ま

す
の
で
、
お
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う

．
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

無
料
交
通
事
故

　
　
　
　
　
　
相
談
日

　
市
・
環
境
課
で
は
、
毎
月
第
一
木

曜
日
に
、
交
通
事
故
の
無
料
相
談
所

を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

次
回
相
談
日
十
二
月
七
目
困
午

前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で

場
所
　
市
役
所
市
民
相
談
室

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
二
月
一
日
囲
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
　
馬
場
、
水
沢
　
▼

十
二
月
十
一
日
㈲
　
午
前
九
時
～
午

と　き　12月12日⑳《午前10時～午後3時》

ところ　十日町市農協（高田町5）

と　き　12月13日㊧《午前10時～午後3時》

ところ　十目町市役所

ロ血液生化学検査の結果について
　4月～10月の献血分までが保健課に届いてい
ます。希望者は献血手帳を持参して保健課まで
おいでください。

一明目といわず今献血しましょう一・

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

12
月
1
3
日

（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

53
年
8
月

生
れ
の
人

域全

い七」だく
イ
．
」いおは方の月当該もてくなが知通人個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

12
月
1
5
日

（
金
）

午
後
1
時

～
2
　
時

52

年
6
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

12
月
2
0
日

（
水
）

午
後
1
時

～
2
　
時
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

50

年
6
月

生
れ
の
人

育
児
相
談
12
月
1
9
日

（
火
）

午
後
1
時
半

～
3
時
半

十
日
町
公
民
館

53

年
6
目

、
8
月
生

れ
の
人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
・
す

ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
緬
格

ブ
ラ
ザ
ー
編
機

中
　
吉

五
万
円

ピ
　
　
ア
　
　
ノ

中
　
古

＋
万
円

添
ー
ロ
．
L
バ
ス

（
脚
・
五
久
漏
導

鍵

囲
万
湾

エ
レ
ク
ト
：
ン

〃

｝
万
円

ジ
ュ
ー
キ
編
機

〃

鱒
亙
秀
円

子
供
罵
自
転
車

〃

不
明

ス
キ
嚢
グ
ツ

（
女
》
ラ
ン
グ
ヂ
ピ
ル

〃

三
万
円

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

〃

五
千
円

エ
レ
ギ
ギ
タ
…

〃

芳
五
千
四

焼
物
陳
列
だ
な

〃

相
談
で

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
承
イ
ル
付

（
自
鋤
準
矯
）
4
本

”

芳
一
享
絹

ミ
シ
ン
（
鰻
遡

〃

星
・
…
・
壽

電
－
芳
華
円

九
官
鳥
（
か
ご
彗

一
・
歳
位

二
万
円

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

”

五
千
円

　
　
日
市

轟
朗
相

　
　
き
5

　
　
レ
」
　
》
』

後
一
時
ま
で
　
珠
川
　
▼
十
二
月
十

三
日
困
　
午
前
九
時
～
正
午
ま
イ
、
・

高
田
町
五
丁
目
の
一
部

3
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
…

　
　
　
　
　
盈
2
の
3
2
7
6
番
㎜

31　　　24　　　17　　　10

日　　日　　日　　日

池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
…

　
盈
2
の
2
5
8
1
番
…

山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
…

　
盈
2
の
2
1
7
4
番
…

富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

　
密
2
の
3
2
6
9
番
…

中
条
病
院
（
北
原
）
　
一

　
8
7
の
3
0
1
8
番
㎜

太
田
教
委
庶
務
課
長
が
逝
去

　
太
田
道
夫
教
育
委
員
会
庶
務
課
長

は
、
八
月
よ
り
十
日
町
病
院
に
入
院

加
療
中
の
と
こ
ろ
、
去
る
十
一
月
十

三
目
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
享
年
四
十
六
歳
。
故
太
田
氏
は
、

財
政
課
、
総
務
課
を
中
心
に
、
二
十
年

余
の
間
勤
続
さ
れ
、
昭
和
五
十
二
年

四
月
か
ら
、
教
育
委
員
会
庶
務
課
長

と
し
て
、
教
育
関
係
の
市
政
に
努
力
．
、

若
手
課
長
と
し
て
今
後
を
期
待
さ
れ

て
い
た
だ
け
に
、
そ
の
死
去
は
多
く

の
市
民
か
ら
惜
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
庶
務
課
長
代
行
は
、
当
分

の
間
、
小
林
教
育
長
が
行
い
ま
す
．

　
　
結醐

　
　
赫

　
　
52
／
ん
ロ

2
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O
：

・
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

：
○

家
距
電
け
窃
い
に
書
脇
力
窃
り
”
と
う

J
　
今
年
の
歳
末
た
す
け
あ
い
に
は
、

生
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
カ

一の
い
た
だ
き
お
か
げ
さ
ま
で
百
六
十
二

徴
万
五
千
九
百
円
の
浄
財
が
集
ま
り
ま

演
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

公
、
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
ル
（
ロ
ー
タ

し
あ
リ
ー
ア
ク
ト
）
、
街
頭
募
金
（
青
婦

け
す
協
）
、
演
劇
公
演
（
女
の
一
生
を
観

た末
る
会
）
と
募
金
の
内
容
も
多
彩
で
し

歳
た
。
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ

　
の
資
金
で
歳
末
慰
問
を
し
ま
し
た
。

昭和54年出初式のお知らせ
昭和54年出初式をつぎのとおり行います。

当日は早朝から警鐘を点打いたします。

水
　
　
　
　
沢

下
条
六
箇

中
条
山
地

中
条
平
場

四十
日目
町町
●　　　　　●

吉川
田治

地
区
名

一
月
午十
前七
十日
時 困

一
月
午六
前
日
十
（
ガ
時

一
月
午四
前
日
十
休
）
時

一
月
午六
前日十
（ガ
時

一
月
午十
前
六
十
日
時
り
り

一
月
午七
前日十
（

日）

時

日
時

水
沢
出
張
所

下
条
公
民
館

六
箇
出
張
所

克
雪
セ
ン
タ
1

中
条
島
公
民
館

市
民
会
館

場
所

区　　　分 件数 金　額（円）

被保護世帯 116 232，000

要保護世帯 101 505，000

ねたきり老人 112 336，000

重度身障者（児） 65 195，000

長期入院者 140 185，400

長期施設入所者 115 172，500

計 649 1，625，900

踏
切
事
故
の
防
止
と

路
上
駐
車
の
絶
滅
を

　
雪
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

飯
山
線
で
は
、
線
路
の
雪
を
と
り
の

ぞ
く
た
め
に
、
ラ
ッ
セ
ル
や
ロ
ー
タ

リ
ー
車
の
出
動
回
数
が
多
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
車
は
、
作
業
を
し
な

が
ら
走
る
の
で
速
度
が
遅
く
踏
切
に

さ
し
か
か
っ
て
も
な
か
な
か
通
り
過

ぎ
ま
せ
ん
。
　
“
チ
ン
チ
ン
”
は
鳴
っ

た
ま
ま
だ
し
「
し
ゃ
断
棒
」
は
下
が

っ
た
ま
ま
で
す
。
そ
こ
で
、
故
障
と

早
合
点
さ
れ
て
、
棒
を
無
理
に
押
し

あ
．
ゲ
た
り
す
る
と
本
当
に
故
障
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
亮

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
　
「
し
ゃ
断
棒
」

が
下
が
っ
て
い
て
も
、
ラ
ッ
セ
ル
や

ロ
ー
タ
リ
ー
が
く
る
と
考
え
て
、
し

ば
ら
く
ご
辛
抱
く
だ
さ
い
。

　
冬
期
間
は
、
雪
の
た
め
踏
切
で
の

ス
リ
ッ
プ
、
落
輪
、
エ
ン
ス
ト
が
増

加
し
、
い
つ
も
の
月
よ
り
五
割
近
く

事
故
が
増
加
し
ま
す
．
冬
の
鉄
道
事

故
防
止
に
，
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
道
路
で
も
、
路
面
の
凍
結

や
、
雪
の
た
め
道
路
巾
が
狭
く
な
る

た
め
重
大
事
故
が
起
き
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
道
路
巾
を
広
く
保
つ
た

め
に
も
、
除
雪
に
障
害
に
な
る
路
上

駐
車
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
襲

擁総
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　　《　《雪上カーニバル》
轟瞳ものシ，ウ出演モデル礁

・昏日聖r雪置＝，四

　2月10日・11日に行われる30回雪まつりの準備が進んで

います。雪上カーニバルは、N　H　Kで放映されることにな
り、出演モデルを募集しています。また写真集「白い愛の

祭典　　十日町雪まつり30年」も刊行されます。雪の芸術

作品の申込受付もはじまりました。市民総参加のまつりに
ご協力ください。

　
雪
ま
つ
り
の
メ
ィ
ー
ン
エ
ベ
ン
ト

雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
二
月
十
日
夜

城
ヶ
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
す
、
、

今
年
は
』
一
レ
回
を
記
念
し
て
、
N
H

K
“
奥
さ
ん
ご
い
っ
し
ょ
に
”
　
（
午

前
八
時
四
十
分
～
九
時
一
．
一
十
分
V
で
、

全
国
放
映
の
予
定
で
す
。
担
当
の
織

物
組
合
青
年
部
会
（
田
村
甲
会
長
）

で
は
、
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

き
も
の
シ
ョ
ー
に
出
演
す
る
モ
デ
ル

を
募
集
し
て
い
ま
す
．
自
選
、
他
選

を
と
わ
ず
、
多
数
の
ご
応
募
を
お
願

い
し
ま
す
。

応
募
人
員
　
四
十
六
名

応
募
資
格
　
①
未
婚
の
女
性
　
②
十

　
日
町
市
内
及
び
近
郊
に
居
住
し
て

　
い
る
人
で
、
夜
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に

　
出
席
で
き
る
人
　
③
き
も
の
姿
の

雪
ま
つ
り
著
鼠
集
製
鴛
料
穆
類
務

月20日発売予定

5変型版　130ぺ一ジ。（3分の1は
ラーぺ一ジ）

価2，000円（前売価格1，800円）

し込みは、嘱託員さんか雪まつり事
局（商工課内奮7－3111内線243）へ

　
似
△
口
う
人

応
募
方
法
　
①
住
所
　
②
氏
名
　
③

　
生
年
月
日
　
④
身
長
・
体
重
　
⑤

　
勤
務
先
　
⑥
連
絡
先
及
び
電
話
番

　
号
　
⑦
全
身
写
真
　
を
記
入
同
封

応
募
〆
切
　
五
十
四
年
一
月
十
日

　
（
当
目
消
印
有
効
）

応
募
先
　
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組

　
合
（
西
寺
町
　
盈
七
ー
九
一
二
）

工
業
統
計
調
査
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
工
業
統
計
調
査
が
、
十
二
月
三
十

一
目
現
在
で
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
．
こ
の
調
査
は
、
国
全
体
の
製

造
業
の
す
が
た
や
、
製
造
業
活
動
の

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
．
、
十
日
町
市
で
は
、

織
物
会
社
を
は
じ
め
と
し
て
、
出
機
、

ね
ん
糸
、
緋
巻
等
家
庭
内
で
行
わ
れ

る
業
種
も
調
査
の
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
市
を
は
じ
め

広
い
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
統
計
以
外
の

目
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
後
日
調
査
員
が
お
伺
い
い
た
し
ま

す
の
で
指
定
さ
れ
た
期
日
ま
で
に
お

渡
し
く
だ
さ
い
。

住
宅
・
非
住
宅
朋
地
の

　
　
　
　
　
　
　
申
告
を

　
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る

宅
地
は
、
住
宅
用
地
（
住
宅
の
用
に

供
す
る
宅
地
）
と
非
住
宅
用
地
（
工

場
、
事
務
所
等
に
供
す
る
宅
地
）
に

区
分
し
課
税
さ
れ
、
住
宅
用
地
は
非

住
宅
用
地
に
比
べ
税
制
上
の
優
遇
が

あ
り
ま
す
．
そ
こ
で
、
固
定
資
産
税

の
賦
課
期
日
で
あ
る
昭
和
五
十
四
年

一
月
一
日
前
一
年
以
内
に
、
土
地
及

び
家
屋
を
つ
ぎ
の
と
お
り
異
動
し
た

方
は
、
昭
和
五
十
四
年
一
月
二
十
日

ま
で
に
市
役
所
税
務
課
固
定
資
産
税

係
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
．
．
（
用
紙
は

税
務
課
に
あ
り
ま
す
）
く
わ
し
い
こ

と
は
税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
奮
七

－
三
二
一
内
線
二
（
一
）
五
）
へ

　
土
地
及
び
家
屋
の
異
動

■
住
宅
用
地
を
売
買
し
た
場
合

■
他
の
地
目
か
ら
宅
地
に
地
目
変
更

し
、
住
宅
用
地
と
し
て
使
用
し
て
い

る
場
合

■
非
住
宅
用
地
に
家
屋
を
新
築
ま
た

は
増
築
し
、
土
地
の
状
況
が
住
宅
用

地
に
な
っ
た
場
合

■
住
宅
を
取
り
こ
わ
し
た
ま
ま
の
も

の
及
び
家
屋
の
用
途
変
更
に
よ
り
住

宅
が
事
務
所
や
店
舗
に
な
っ
た
場
合

　　　　　　　博物館資料ありがとうございました《11・12月分》

　市●竹滝滝長田南花阿酒富岡浜村小田仲丸酒阿小星樋生星小小鈴半村阿滝尾
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．
育
林
運
動
ポ
ス
ダ
ー
原
画
募
巣

　
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
及
び
都
道

府
県
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、
育
林
・

自
然
保
護
な
ど
の
愛
林
思
想
を
普
及

さ
せ
る
た
め
ポ

ス
タ
ー
の
デ
ザ

イ
ン
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
募
集
要
件

ア
、
ロ
ポ
ス
タ

ー
に
記
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

qりら欄甑一qゆqn一》⊂欄一しわ一一一一一り

鰹　　　　 r

一④一
　〔注〕マル枠及び木の色は

　　　濃緑とする

い
標
語
は

　
育
林
に
か
け
る
情
熱
明
る
い
未
来

ω
文
字
・
記
号
（
上
図
）
は

　
主
催
　
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
・

都
道
府
県
緑
化
推
進
委
員
会

　
後
援
　
林
野
庁
・
営
林
局
・
営
林

支
局
・
都
道
府
県

曲
以
上
の
標
語
・
文
字
・
記
号
に
っ

い
て
は
、
応
募
者
が
レ
イ
ア
ウ
ト
、

レ
タ
リ
ン
グ
す
る
か
あ
る
い
は
指
定

す
る
。

噸
、
螺
鶴
麟
麟
頓
灘
瀦
鎌
献
蔀
郵
、
、
一

陣中見舞

ず
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
福

　候補者の選挙活動を一種の戦陣になぞらえ、

選挙運動期間中に、第三者が公職の候補者を

激励するために選挙事務所等に訪れる行為を

さしてこの言葉が使才）れます。

　一般に、陣中見舞には名刺がわり等に金品

等を寄付することが多いようです．寄付につ

いては法の規制（公選法199～201）に反しな

い限りさしつあえありませんが、公選法139条

はすべての人に対して、選挙運動に関し飲食

物（湯茶及びこれに伴い通常用いられる程度

び）菓子を除く）の提供を禁止していますので

第三者が選挙運動の激励のために陣中見舞と

して候補者等にたとえば、酒・ビール等を提

供することは禁止されています。

　　　　　　　　　（選挙用語辞典より）
砂L◆つしケつし◎つじ←つのつし◆つし←つし←つし極つG◆つ砂つしレつしウつし←つし◆つじ◆つζ冷つし←うし←つしレつこルて》し◆つじ◆つしケつ

イ
、
色
は
五
色
以
内

ウ
、
写
真
は
使
用
し
な
い
こ
と

エ
、
創
作
に
限
る

■
募
集
締
切
　
五
十
四
年
一
月
末
日

■
送
付
先
　
東
京
都
千
代
田
区
平
河

町
二
！
七
　
砂
防
会
館
内
　
国
土
緑

化
推
進
委
員
会

■
用
紙
　
イ
ラ
ス
ト
ボ
ー
ド
B
2

（
横
51
・
5
㎝
縦
72
・
8
㎝
、
イ
ラ
ス

ト
ボ
ー
ド
が
な
い
場
合
は
、
同
じ
大

き
さ
の
他
の
用
紙
）
と
し
縦
画
と
す

る
。■
画
材
　
自
由

■
発
表
及
び
表
彰
　
審
査
の
結
果
は

入
選
、
佳
作
に
つ
い
て
本
人
に
通
知

す
る
。

入
選
一
席
　
一
名
　
賞
金
三
十
万
円

入
選
二
席
若
干
名
〃
各
二
万
円

佳
作
　
　
　
　
〃
　
　
〃
各
一
万
円

国
立
村
上
海
員
学
校

　
　
　
生
徒
募
集

　
国
立
村
上
海
員
学
校
で
は
、
昭
和

五
十
四
年
度
の
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

募
集
人
員
　
高
等
科
　
約
六
十
人

修
業
年
限
　
二
ヵ
年

願
書
受
付
　
五
十
四
年
一
月
八
日
㈲

～
二
月
十
日
出

入
学
試
験
日
二
月
十
八
日
㈲
村

響，灘藁霧灘験、、濃

きます。

　ただし・市民課、余計課、税務課

の窓口業務は、29日・30β（午前中）

も行いますので、ご利用ください。

　衛生施設組合では、1月1日（月ト’

3日困までごみ収集を休ませていた

だきますので、おまちがいのないよ

うお願いします。（12月31日，は日曜

日なので休み）なお、前記の日以外

は冬期ごみ収集計画表どおり業務を

上
市
、
　
　
　
　
小
千
谷
市
、
両
津

市
、
秋
田
市
、
酒
田
市
の
う
ち
の
一

ヵ
所
で
。

合
格
発
表
　
二
月
二
十
八
日
困

受
験
資
格
　
中
学
校
卒
業
以
上
馬
＼

十
五
歳
か
ら
十
九
歳
の
人
．

詳
細
問
い
合
わ
せ
先

　
村
上
海
員
学
校
（
〒
九
五
八
ー
〇

一
　
村
上
市
大
字
岩
船
二
二
一
〇
の

一
　
盈
〇
二
五
四
五
因
七
六
一
四
）

に
せ
税
務
署
員
に

　
　
　
　
　
　
ご
注
意
を
〃
“

　
最
近
「
税
務
署
の
者
だ
が
…
」
と

偽
っ
て
税
務
関
係
の
出
版
物
を
不
当

に
高
い
値
段
で
販
売
し
た
り
、
売
上

や
取
引
先
な
ど
営
業
上
の
秘
密
を
電

話
で
聞
き
だ
す
》
に
せ
税
務
署
員
”

か
出
没
し
、
各
地
で
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
税
務
署
ぺ
、
は
、

を
訪
問
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
“
お
か
し
い
：
ガ
と
思
∩
．
た
ら
、

契
約
し
た
り
代
金
を
支
払
っ
た
り
＋

る
前
に
、
先
ず
、
税
務
署
へ
電
話
’
で

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
電
話
に
よ
る
営
業
内
容
の

問
い
合
せ
が
あ
っ
た
と
き
は
、
相
手

先
を
確
認
す
る
た
め
電
話
を
い
q
た

ん
切
っ
て
改
め
て
か
け
な
お
す
な
ど

被
害
を
受
け
な
い
よ
う
く
れ
ぐ
れ
も

．
こ
注
意
く
だ
さ
い
．

　
　
　
ξ
こ
に
　
∂

謹
毎
な
蟄

／
／
・
2
独

　
　
の
　
止

う
｝
　
　
．

　
ち
○
、
　
　
。
＼
ぶ

♪
・
薪

出
版　　行っています。
物
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　　《　《雪上カーニバル》
轟瞳ものシ，ウ出演モデル礁

・昏日聖r雪置＝，四

　2月10日・11日に行われる30回雪まつりの準備が進んで

います。雪上カーニバルは、N　H　Kで放映されることにな
り、出演モデルを募集しています。また写真集「白い愛の

祭典　　十日町雪まつり30年」も刊行されます。雪の芸術

作品の申込受付もはじまりました。市民総参加のまつりに
ご協力ください。

　
雪
ま
つ
り
の
メ
ィ
ー
ン
エ
ベ
ン
ト

雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
二
月
十
日
夜

城
ヶ
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
す
、
、

今
年
は
』
一
レ
回
を
記
念
し
て
、
N
H

K
“
奥
さ
ん
ご
い
っ
し
ょ
に
”
　
（
午

前
八
時
四
十
分
～
九
時
一
．
一
十
分
V
で
、

全
国
放
映
の
予
定
で
す
。
担
当
の
織

物
組
合
青
年
部
会
（
田
村
甲
会
長
）

で
は
、
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

き
も
の
シ
ョ
ー
に
出
演
す
る
モ
デ
ル

を
募
集
し
て
い
ま
す
．
自
選
、
他
選

を
と
わ
ず
、
多
数
の
ご
応
募
を
お
願

い
し
ま
す
。

応
募
人
員
　
四
十
六
名

応
募
資
格
　
①
未
婚
の
女
性
　
②
十

　
日
町
市
内
及
び
近
郊
に
居
住
し
て

　
い
る
人
で
、
夜
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に

　
出
席
で
き
る
人
　
③
き
も
の
姿
の

雪
ま
つ
り
著
鼠
集
製
鴛
料
穆
類
務

月20日発売予定

5変型版　130ぺ一ジ。（3分の1は
ラーぺ一ジ）

価2，000円（前売価格1，800円）

し込みは、嘱託員さんか雪まつり事
局（商工課内奮7－3111内線243）へ

　
似
△
口
う
人

応
募
方
法
　
①
住
所
　
②
氏
名
　
③

　
生
年
月
日
　
④
身
長
・
体
重
　
⑤

　
勤
務
先
　
⑥
連
絡
先
及
び
電
話
番

　
号
　
⑦
全
身
写
真
　
を
記
入
同
封

応
募
〆
切
　
五
十
四
年
一
月
十
日

　
（
当
目
消
印
有
効
）

応
募
先
　
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組

　
合
（
西
寺
町
　
盈
七
ー
九
一
二
）

工
業
統
計
調
査
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
工
業
統
計
調
査
が
、
十
二
月
三
十

一
目
現
在
で
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
．
こ
の
調
査
は
、
国
全
体
の
製

造
業
の
す
が
た
や
、
製
造
業
活
動
の

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
．
、
十
日
町
市
で
は
、

織
物
会
社
を
は
じ
め
と
し
て
、
出
機
、

ね
ん
糸
、
緋
巻
等
家
庭
内
で
行
わ
れ

る
業
種
も
調
査
の
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
市
を
は
じ
め

広
い
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
統
計
以
外
の

目
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
後
日
調
査
員
が
お
伺
い
い
た
し
ま

す
の
で
指
定
さ
れ
た
期
日
ま
で
に
お

渡
し
く
だ
さ
い
。

住
宅
・
非
住
宅
朋
地
の

　
　
　
　
　
　
　
申
告
を

　
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る

宅
地
は
、
住
宅
用
地
（
住
宅
の
用
に

供
す
る
宅
地
）
と
非
住
宅
用
地
（
工

場
、
事
務
所
等
に
供
す
る
宅
地
）
に

区
分
し
課
税
さ
れ
、
住
宅
用
地
は
非

住
宅
用
地
に
比
べ
税
制
上
の
優
遇
が

あ
り
ま
す
．
そ
こ
で
、
固
定
資
産
税

の
賦
課
期
日
で
あ
る
昭
和
五
十
四
年

一
月
一
日
前
一
年
以
内
に
、
土
地
及

び
家
屋
を
つ
ぎ
の
と
お
り
異
動
し
た

方
は
、
昭
和
五
十
四
年
一
月
二
十
日

ま
で
に
市
役
所
税
務
課
固
定
資
産
税

係
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
．
．
（
用
紙
は

税
務
課
に
あ
り
ま
す
）
く
わ
し
い
こ

と
は
税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
奮
七

－
三
二
一
内
線
二
（
一
）
五
）
へ

　
土
地
及
び
家
屋
の
異
動

■
住
宅
用
地
を
売
買
し
た
場
合

■
他
の
地
目
か
ら
宅
地
に
地
目
変
更

し
、
住
宅
用
地
と
し
て
使
用
し
て
い

る
場
合

■
非
住
宅
用
地
に
家
屋
を
新
築
ま
た

は
増
築
し
、
土
地
の
状
況
が
住
宅
用

地
に
な
っ
た
場
合

■
住
宅
を
取
り
こ
わ
し
た
ま
ま
の
も

の
及
び
家
屋
の
用
途
変
更
に
よ
り
住

宅
が
事
務
所
や
店
舗
に
な
っ
た
場
合

　　　　　　　博物館資料ありがとうございました《11・12月分》

　市●竹滝滝長田南花阿酒富岡浜村小田仲丸酒阿小星樋生星小小鈴半村阿滝尾
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会
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び
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府
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委
員
会
で
は
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自
然
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な
ど
の
愛
林
思
想
を
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及

さ
せ
る
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す
。
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号
（
上
図
）
は

　
主
催
　
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
・

都
道
府
県
緑
化
推
進
委
員
会

　
後
援
　
林
野
庁
・
営
林
局
・
営
林

支
局
・
都
道
府
県

曲
以
上
の
標
語
・
文
字
・
記
号
に
っ

い
て
は
、
応
募
者
が
レ
イ
ア
ウ
ト
、

レ
タ
リ
ン
グ
す
る
か
あ
る
い
は
指
定

す
る
。

噸
、
螺
鶴
麟
麟
頓
灘
瀦
鎌
献
蔀
郵
、
、
一

陣中見舞

ず
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
福

　候補者の選挙活動を一種の戦陣になぞらえ、

選挙運動期間中に、第三者が公職の候補者を

激励するために選挙事務所等に訪れる行為を

さしてこの言葉が使才）れます。

　一般に、陣中見舞には名刺がわり等に金品

等を寄付することが多いようです．寄付につ

いては法の規制（公選法199～201）に反しな

い限りさしつあえありませんが、公選法139条

はすべての人に対して、選挙運動に関し飲食

物（湯茶及びこれに伴い通常用いられる程度

び）菓子を除く）の提供を禁止していますので

第三者が選挙運動の激励のために陣中見舞と

して候補者等にたとえば、酒・ビール等を提

供することは禁止されています。

　　　　　　　　　（選挙用語辞典より）
砂L◆つしケつし◎つじ←つのつし◆つし←つし←つし極つG◆つ砂つしレつしウつし←つし◆つじ◆つζ冷つし←うし←つしレつこルて》し◆つじ◆つしケつ

イ
、
色
は
五
色
以
内

ウ
、
写
真
は
使
用
し
な
い
こ
と

エ
、
創
作
に
限
る

■
募
集
締
切
　
五
十
四
年
一
月
末
日

■
送
付
先
　
東
京
都
千
代
田
区
平
河

町
二
！
七
　
砂
防
会
館
内
　
国
土
緑

化
推
進
委
員
会

■
用
紙
　
イ
ラ
ス
ト
ボ
ー
ド
B
2

（
横
51
・
5
㎝
縦
72
・
8
㎝
、
イ
ラ
ス

ト
ボ
ー
ド
が
な
い
場
合
は
、
同
じ
大

き
さ
の
他
の
用
紙
）
と
し
縦
画
と
す

る
。■
画
材
　
自
由

■
発
表
及
び
表
彰
　
審
査
の
結
果
は

入
選
、
佳
作
に
つ
い
て
本
人
に
通
知

す
る
。

入
選
一
席
　
一
名
　
賞
金
三
十
万
円

入
選
二
席
若
干
名
〃
各
二
万
円

佳
作
　
　
　
　
〃
　
　
〃
各
一
万
円

国
立
村
上
海
員
学
校

　
　
　
生
徒
募
集

　
国
立
村
上
海
員
学
校
で
は
、
昭
和

五
十
四
年
度
の
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

募
集
人
員
　
高
等
科
　
約
六
十
人

修
業
年
限
　
二
ヵ
年

願
書
受
付
　
五
十
四
年
一
月
八
日
㈲

～
二
月
十
日
出

入
学
試
験
日
二
月
十
八
日
㈲
村

響，灘藁霧灘験、、濃

きます。

　ただし・市民課、余計課、税務課

の窓口業務は、29日・30β（午前中）

も行いますので、ご利用ください。

　衛生施設組合では、1月1日（月ト’

3日困までごみ収集を休ませていた

だきますので、おまちがいのないよ

うお願いします。（12月31日，は日曜

日なので休み）なお、前記の日以外

は冬期ごみ収集計画表どおり業務を

上
市
、
　
　
　
　
小
千
谷
市
、
両
津

市
、
秋
田
市
、
酒
田
市
の
う
ち
の
一

ヵ
所
で
。

合
格
発
表
　
二
月
二
十
八
日
困

受
験
資
格
　
中
学
校
卒
業
以
上
馬
＼

十
五
歳
か
ら
十
九
歳
の
人
．

詳
細
問
い
合
わ
せ
先

　
村
上
海
員
学
校
（
〒
九
五
八
ー
〇

一
　
村
上
市
大
字
岩
船
二
二
一
〇
の

一
　
盈
〇
二
五
四
五
因
七
六
一
四
）

に
せ
税
務
署
員
に

　
　
　
　
　
　
ご
注
意
を
〃
“

　
最
近
「
税
務
署
の
者
だ
が
…
」
と

偽
っ
て
税
務
関
係
の
出
版
物
を
不
当

に
高
い
値
段
で
販
売
し
た
り
、
売
上

や
取
引
先
な
ど
営
業
上
の
秘
密
を
電

話
で
聞
き
だ
す
》
に
せ
税
務
署
員
”

か
出
没
し
、
各
地
で
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
税
務
署
ぺ
、
は
、

を
訪
問
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
“
お
か
し
い
：
ガ
と
思
∩
．
た
ら
、

契
約
し
た
り
代
金
を
支
払
っ
た
り
＋

る
前
に
、
先
ず
、
税
務
署
へ
電
話
’
で

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
電
話
に
よ
る
営
業
内
容
の

問
い
合
せ
が
あ
っ
た
と
き
は
、
相
手

先
を
確
認
す
る
た
め
電
話
を
い
q
た

ん
切
っ
て
改
め
て
か
け
な
お
す
な
ど

被
害
を
受
け
な
い
よ
う
く
れ
ぐ
れ
も

．
こ
注
意
く
だ
さ
い
．

　
　
　
ξ
こ
に
　
∂

謹
毎
な
蟄

／
／
・
2
独

　
　
の
　
止

う
｝
　
　
．

　
ち
○
、
　
　
。
＼
ぶ

♪
・
薪

出
版　　行っています。
物
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事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ゆ
月

児
、
検
診
1
月
1
0
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

53

年
9
月

生
れ
の
人

域全

O
い七」だくでいおは方の月当該もてくなが知通人個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

1
月
1
2
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

十
日
町
公
民
館

52
年
7
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

1
月
1
7
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

50

年
7
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

1
月
1
9
目

　
（
金
）

午
後
1
時
半

～
3
時
半

十
目
町
公
民
館

53

年
1
月

～
3
月
生

れ
の
人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

1
月
2
3
日

　
（
火
）

吉
田
出
張
所

生
後
12
カ

月
ま
で
の

人

吉
田
地
区

1
月
2
4
日

　
（
水
）

水
沢
出
張
所

水
沢
地
区

1
月
2
5
日

　
（
木
）

下
条
公
民
館

下
条
地
区

1
月
2
5
日

　
（
木
）

中
条
公
民
館

中
条
地
区

ダイヤル市外通話料が
正月・割引になります

徐1灘繍
　一　　ル市外通話料を割引しま
す。これは「三が目通話制度」といい、現

在の夜間割引料金を昼間も適用するもので

同じ料金でいつもより60～80％程度長く話

をすることができます。

　正月割引となる主な通話先は、県内では

糸魚川、巻、新潟、両津など。県外は長野

県の飯山、中野周辺と群馬県の水上、沼田

周辺を除くすべての地域です。

　また、この三が日の間、60kmを越える地

域へ、局の交換手に申し込んで市外通話を

した場合（100番通話）の料金は、ダイヤ

ル市外通話とは反対に夜間割引を行わず、

夜間も昼間料金が適用になります。

｛
1
翔
の
熱
網
隷
懇
獲
　
㎜

…
1
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

…
合
兀
日
）
　
誉
の
2
9
5
7
番
…

…
2
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
）
…

｝
　
　
　
　
盈
5
の
2
0
0
3
番
｝

一
3
日
　
十
日
町
病
院
（
高
田
町
二
南
）
…

…
　
　
　
　
行
7
の
5
5
6
6
番
…

…
7
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
…

…
　
　
　
　
奮
2
の
3
2
7
6
番
㎜

…
1
4
日
　
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
…

…
　
　
　
　
盈
2
の
2
5
8
1
番
皿

㎜
1
5
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
…

＝
成
人
の
日
）
　
8
2
の
2
1
7
4
番
㎜

一
2
1
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

…
　
　
　
　
盈
2
の
3
2
6
9
番
…

…
2
8
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

㎜
　
　
8
7
の
3
・
1
8
番
…

初
心
者
対
象

　
　
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
r
教
室

圏
閣
講
日
　
｝
月
十
七
寝
困
夜
七
時

　
　
　
　
（
毎
週
水
曜
β
。
五
回
〉

圏
会
場
　
勤
労
青
少
年
ホ
…
ム
講
習

室爾
講
師
　
藤
木
和
夫
先
生

　
受
講
申
し
込
み
は
、
勤
労
膏
少
年

ホ
…
ム
事
務
室
へ
（
露
七
ー
八
九
一

八
）
　
　
受
講
無
料

　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
12
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
　
（
希
望
者
は
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ブ
ラ
ザ
i
編
機

中
古

五
万
円

エ
レ
ク
ト
ー
ン

中
古

一
万
円

ホ
ー
ロ
ー
バ
ス

（
一
。
五
人
用
）

〃

四
万
円

子
供
自
転
車
（
小
学
女
）

〃

不
明

ジ
ュ
ー
キ
編
機

〃

二
・
三
万
円

焼
物
陳
列
ダ
ナ

〃

相
談
で

ス
　
キ
　
ー
　
靴

（
ラ
ン
グ
デ
ビ
ル
）

〃

三
万
円

ピ
　
　
ア
　
　
ノ

〃

＋
万
円

エ
レ
キ
ギ
タ
ー

〃

芳
五
千
円

電
気
コ
タ
ツ

〃

相
談
で

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ

（
軽
自
動
車
用
）
’

〃

芳
二
千
円

石
油
ス
ト
ー
ブ

〃

相
談
で

九
官
鳥
（
か
ご
付
）

一
歳
位

二
万
円

謄
写
板
（
一
式
）

〃

相
談
で

ギ
タ
ー
（
ケ
ー
ス
せ

中
古

八
千
円

　
湖
瞼
　
　
時
室

日
、
第
　
論
篠

談
は
は
　
い
　
目
午
民

相
　
日
月
・
さ
　
5
～
市

料
撒
d
封
儒
瑚
塒
爾

無
料
が
い
用
　
　
前
市

故
無
す
行
利
　
　
午

事
解
農
纐
所

通
事
曜
5
軽
相

交
通
木
の
気
回

　
交
1
日
お
　
次
　
　
場

　
　
第
曜
　
　
　
●
　
　
●

ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン

（
ジ
グ
ザ
グ
・
ブ
ラ
ザ
ー
）

〃

二
万
円

ホ
ー
ロ
ー
バ
ス

（
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
付
）

〃

三
万
五
千
円

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ

（
軽
・
ホ
ン
ダ
4
本
）

〃

五
千
円

概徽勧箭

瑠

〃

一
万
円

（
緊
戸
詣
2
5
噺

〃

一
万
円

（
努
㌘
泊
2
5
噺

〃

一
万
円

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

三
千
円

う
　
ば
　
車

〃

無
料

自
　
転
　
車

〃

無
料

市民スキー場で安全祈願
　19日か‘）降りはじめた雪は、21

目には65センチに達し、雪待ち顔

のスキーファンを喜こばせました。

市民スキー場では21日早速安全祈

願をおこない、リフトの運転がは

じまりました。

○
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
O

　
　
融醐

　
　
赫

1／31
　ロ39号白

編集発行／十日町市役所（電話（代）7－3111）毎月25日（1部6円）

選
挙
啓
発
の
標
語
募
集
！

　
新
潟
県
選
挙
管
理
委
員
会
、
新
潟

県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
及
び
選

挙
を
き
れ
い
に
す
る
国
民
運
動
推
進

新
潟
県
本
部
で
は
、
明
る
く
正
し
い

選
挙
と
、
一
人
で
も
多
く
の
か
た
の

投
票
参
加
を
呼
び
か
け
る
た
め
に
使

用
す
る
標
語
を
、
つ
ぎ
の
要
領
で
募

集
し
て
い
ま
す
．

内
容
　
つ
ぎ
の
い
ず
れ
か
の
項
に
関

す
る
も
の
で
、
有
権
者
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
も
の
。

口
投
票
参
加
　
図
正
し
い
選
挙
　
團

噂

金
の
か
か
ら
な
い
選
挙

応
募
方
法

口
自
作
、
未
発
表
の
も
の

⑫
ハ
ガ
キ
’
、
、
一
枚
一
句
と
し
、
一
人

二
枚
ま
で
。

信
ハ
ガ
キ
に
は
、
住
所
、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
を
記

入
。提

出
先
　
〒
九
四
八
十
日
町
市
千
歳

町
三
丁
目
三
番
地
　
十
日
町
市
選
挙

管
理
委
員
会

締
切
　
昭
和
五
十
四
年
二
月
二
十
日

噂
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
：
●
・
・
●
・
・
？
・
●
・
・
？
・
●
・
・
●
・
・
●
3
●
・
・
●
・
D
●
・
・
●
・
・
●
・
・
●
・
・
●
：
？
・
●
●
6
：
●
●
●
●
●
●
？
●
●
●
●
●
●
●
●

鱒●●●●●0●”●”●●・●”●・・●”●”●・・●●・●”●・・●・・●●●●”●・●●”●●・●”●・・●

（（（（（（（（（（
））））））））））

ひとくちメモ

（（（（（（（（（（（（（
）））））））））））））　　　　　　一』

選挙運動の期間

図
（
当
日
消
印
有
効
）

審
査
方
法
及
び
賞
　
主
催
者
に
よ
る

審
査
の
う
え
、
特
選
、
秀
作
に
は
新

潟
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の
賞

状
を
授
与

　
特
選
三
句
　
賞
金
各
三
万
円

　
秀
作
五
句
　
　
〃
　
二
万
円

　
佳
作
十
句
　
　
〃
　
五
千
円

受
益
者
の
申
告
は

　
　
お
済
み
で
し
ょ
う
か

　
　
　
　
　
　
　
1
下
水
道
事
業
ー

　
ド
水
道
事
業
受
益
者
の
申
告
に
つ

い
て
は
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
理
解
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
ほ
と
ん
ど
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
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　選挙運動については、公選法で各種の

制限がなされていますが、そのうちの重

要なものの一！）に期間に関する制限があ

1）ます。

　選挙運動は、各選挙につき、立候補の

届出のあった日から当該選挙の期日の前

日まででな1ナればすることができません。

（同法129）

　まず選挙運動の始期は立候補の届出の

あった日とされ、それ以前の選挙運動は、

いわゆる事前運動として禁止されていま

す。厳密には、立候補び）届出手続きをお

えた後（選挙長において届出書が受理さ

れたとき以降）でなければ、選挙運動を

することはできません。

　選挙運動の終期は、当該選挙の期目の

前日までで、街頭演説等時間的制限があ

るものはその時間まで、時間的制限がな

いもび）は午後12時までです．

　　　　　　（選挙用語辞典より）

階●●・●・・●・・●・・●”●”●”●・。●・・●・・●”●”●・・●・・●”●・・●”●”●・・●・・●・・●

た
の
申
告
が
お
わ
り
ま
し
た
．

　
受
益
者
の
申
告
が
な
い
場
合
や
、

申
告
内
容
が
事
実
と
違
っ
て
い
た
場

合
は
、
市
長
の
認
定
に
よ
っ
て
負
担

金
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
申
告
書
の
提
出
が
済
ん
で
い
な
い

か
た
は
、
至
急
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
下
水
道

　
　
ズ
曳
き
て
す
み
よ
い

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

　
　
児
童
手
当
受
給
者
の

　
　
み
な
さ
ん
へ

　
二
月
期
（
十
月
分
～
一
月
分
）
の

児
童
手
当
が
、
二
月
十
日
に
み
な
さ

ん
の
指
定
レ
議
」
れ
た
金
融
機
関
の
口
座

に
振
り
込
み
に
な
り
ま
す
．

　
支
給
額
は
、
十
ぺ
歳
未
満
の
児
童

三
人
以
上
の
う
ち
、
出
生
順
に
数
え

て
三
人
目
以
降
の
義
務
教
育
終
了

前
の
児
童
一
人
に
つ
き
月
額
五
千
円

（
昭
和
五
十
三
年
度
市
民
税
所
得
割
の

額
が
な
い
受
給
者
は
六
千
円
）
で
す
、

愈おことわり愈
市報とおかまちお知らせ

版は毎月25日の発行です

が、1月号については、

雪まつり特集号として、

特別に1月31日に発行し

ました。ご了解ください。
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